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u７ 
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
思
想
形
成
に
、
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ド
イ
ツ
文
学
者
の
一
人
と
し
て
、
ヤ
コ
ブ
・
ベ
ー
メ
の
名
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
思
想
の
基
本
的
概
念
と
な
っ
て
い
る
想
像
力
の
理
論
的
な
背
景
に
、
ベ
ー
メ
の
考える神と人との関係があったことは雌かであり、それがしいては彼の汎神論的観念論の基盤になっていることを
思
え
ば
、
ベ
ー
メ
が
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
観
念
論
哲
学
は
、
ベ
ー
メ
を
土
台
と
し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
一
七
世
紀
の
初
頭
に
彼
が
著
わ
し
た
幾
冊かの書物は、それ以後の哲学者たちに大きな感鈍を与えた。とりわけ『オーロラ』は、それまでの神学になかっ
た
よ
う
な
、
新
し
い
神
秘
的
な
概
念
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
一口に言うと、ベーメの哲学は自然哲学と神秘主義とが融合したものであった。神秘主義は非理性的・非論理的
な
思
想
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
人
間
の
基
本
的
な
能
力
と
し
て
、
五
官
と
い
う
感
覚
器
官
の
ほ
か
に
、
直
観
と
い
う
も
の
を
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
に
よ
れ
ば
。
聴
覚
を
司
る
器
官
が
耳
で
あ
り
、
視
覚
を
司
る
器
官
が
目
で
あ
る
よ
う
に
、
直
観
を
司
る
器
官
を
内
的
感
覚
と
い
う
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
欠
哲
学
者
は
こ
の
内
的
感
覚
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
（１） 
こ
れ
を
哲
学
の
た
め
の
器
官
で
あ
る
と
し
た
。
・
フ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
が
、
認
識
の
基
本
原
理
と
し
た
直
観
を
、
ベ
ー
メ
が
再
評
価
し
、
自
然
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
と
ド
イ
ツ
文
学
（
二
）
ｌ
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
と
ヤ
コ
プ
ミ
ー
メ
ー
一
、
ペ
ー
メ
の
時
代
と
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
時
代
高
山
信
雄
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1８ 
の摂理と組承合わせて、新たな哲学体系を作りあげたのであった。
』ベーメの思想は、やがて一七世紀の後半に至ってカントに受け継がれ、それがシェリングとフィヒテに継承され
た
ｏ
つ
ま
り
ベ
ー
メ
は
、
そ
れ
ま
で
ス
コ
ラ
哲
学
の
流
れ
を
汲
む
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
と
ル
タ
ー
以
後
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
と
は
別
に
、
本
当
に
ド
イ
ツ
的
な
哲
学
的
思
想
を
作
り
出
し
た
と
言
え
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
在
学
中
に
、
す
で
に
ベ
ー
メ
の
名
を
聞
い
て
い
た
し
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
も
関
心
を
示
し
て
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
著
作
も
読
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
カ
ソ
ト
を
知
り
シ
ェ
リ
ン
グ
を
知
っ
て
か
ら
後
に
、
再
び
ベ
ー
メ
の
思
想
に
触
れ
て
大
き
な
収
種
を
得
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ー
メ
ヘ
の
関
心
は
深
く
長
く
、
若
い
こ
ろ
か
ら
晩
年
に
ま
で
も
及
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
、
後
年
に
な
る
と
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
自
己
の
体
系
に
確
信
を
も
ち
、
ペ
ー
メ
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
彼
が
一
時
期
ベ
ー
メ
を
必
要
と
し
、
そ
れ
を
吸
収
し
、
や
が
て
ベ
ー
メ
を
卒
業
し
て
自
己
の
体
系
を
打
ち
立
て
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
う
考
え
て
く
る
と
、
ベ
ー
メ
の
思
想
は
コ
ウ
ル
リ
ッジのうちに吸収され、いわばその栄養となり、肉となっていたと言っても過一一一一口ではあるまい。
世
の
中
が
乱
れ
て
い
る
と
ぎ
、
有
能
な
政
治
家
や
優
れ
た
大
思
想
家
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
七
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
を
考
え
れ
ば
、
ヤ
コ
ブ
・
ベ
ー
メ
を
そ
う
し
た
時
代
の
生
ん
だ
思
想
家
と
考
え
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
、
そ
れ
に
続
く
農
民
戦
争
、
さ
ら
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
新
教
弾
圧
な
ど
、
当
時
の
ド
イ
ツ
国
内
は
混
乱
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
に
は
中
央
集
権
的
な
大きな国家が存在せず、いわば群雄割拠し、群小の候国の集合体であったことも、混乱の一因であった。やがて、
カトリックとプロテスタントの対立は、一六一八年以降、いわゆる三○年戦争へとエスカレートしてしまう。加え
て、疫病の流行と早魅とで、ドイツの国士はすっかり荒廃し、人口も三分の一を失ってしまうｐしたがって人心は
乱れ、宗教ももはや救いではなく、戦争の原因でしかなくなってしまった。ベーメの四九歳に及ぶ生涯の晩年は、
三○年戦争の真只中で過ごすことになり、そこで彼は天の啓示によって正しい道を歩もうとするのであった。
こうした混乱に直面すると、ルネッサンス時代のような個人主義あるいは個性の確立という理念は失われ、現世
での幸福追求という現実主義の世界像が、大きく崩れてくる。一七世紀の幕開けから一八世紀の初頭はバロック時
代といわれるが、とくに三○年戦争を背景とする時代は、政治・宗教・経済など、あらゆるものが調和を失って、
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人間の前途が明るかったルネッサンス期と違って、一七世紀初頭は人間の現世での幸編追求が壁に突き当った時
代
で
あ
っ
た
。
も
は
や
人
々
は
現
実
に
失
望
し
か
け
て
お
り
、
現
実
か
ら
の
逃
避
を
求
め
て
い
た
。
見
苦
し
い
現
実
か
ら
逃
れ
て
、
清
純な精神界に安住したかった。そういうとき、ベーメが精神の高揚によって人間も神の領域まで高まることができ
ると一一一一口い出したのである。醜い争いを続ける宗教に飽き足らず、人々は何か魂の拠り所を求めていたので、ベーメ
の思想に大きな魅力を感じたのであった。
こ
の
よ
う
な
精
神
の
深
化
は
、
自
己
の
内
面
へ
の
沈
思
と
深
い
瞑
想
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
ベ
ー
メ
は
内
省
的
な
思
考
を
く
り
返
す
う
ち
に
、
彼
自
身
の
本
質
を
認
め
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
と
軌
を
一
に
す
る
。
厭
世
主
義
や
神
秘
主
義
が
起
こ
り
易
い
状
態
で
あ
っ
た
。
一
般
に
、
世
の
中
が
均
衡
を
欠
い
て
い
る
と
ぎ
、
個
人
は
一
方
で
尊
重
さ
れ
る
と
同
時
に
他
力
で
は
峰
視
さ
れ
、
極
端
な
現
実
主
義
と
来
世
信
仰
と
が
並
存
す
る
よ
う
な
矛
盾
と
対
立
の
様
想
を
呈
す
る
。
ベ
ー
メ
の活動期はまさにこういう時代であった。彼のおよそ一一○編の著作のほとんどが、三○年戦争の始まった一六一八
年
以
降
の
数
年
間
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
、
故
な
ぎ
で
は
な
い
。
ベ
ー
メ
の
神
秘
主
義
的
思
想
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
思
想
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
に
端
を
発
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
運
勅
は
、
ギ
リ
シ
ア
古
典
文
化
の
再
興
を
も
く
る
糸
、
古
典
文
芸
を
復
興
す
る
傍
ら
、
現
世
の
人
間
生
活
を
重
視
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
が
自
己
の
個
性
を
仲
ぱ
し
、
他
が
こ
れ
を
尊
重
し
て
、
鋤
豆
か
な
精
神
生
椚
が
約
束
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
人
文
主
義
の
思
想
は
、
個
人
の
自
由
を
識
歌
し
、
こ
れ
が
閉
鎖
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
椛
威の否定へと作川した。ドイツでもローマ教会を中心としていた文化は、少数の知識階級のラテン語文化であった
け
れ
ど
、
こ
の
時
代
に
は
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
訳
聖
書
の
出
現
に
よ
っ
て
庶
民
の
意
識
に
変
化
が
起
こ
り
、
民
衆
の
文
学
が
次
第
に
発
展
し
て
き
た
。
ハ
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
や
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ル
ト
が
活
躍
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
か
ら
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
六
世
紀
の
こ
の
よ
う
な
郷
か
し
い
人
Ⅲ
復
興
の
時
代
に
も
拘
ら
ず
、
一
七
世
紀
は
混
乱
と
無
秩
序
の
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ベ
ー
メ
の
『
オ
ー
ロ
ラ
』
は
、
ま
さ
に
三
○
年
戦
争
を
直
前
に
し
た
騒
然
た
る
世
の
中
を
背
景
に
書
か
れ
た
の
である。
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ペ
ー
メ
の
活
腿
し
た
時
代
は
、
宗
教
的
対
立
を
背
景
と
す
る
、
新
し
い
思
想
と
古
い
思
想
の
争
い
と
融
合
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は単にドイツの国内にとどまらず、全ヨーロッ．〈を巻き込むような闘争であった。大きな社会不安がそこにあった。
一
方
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
時
代
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
不
安
定
な
時
代
で
あ
っ
た
。
再
度
に
わ
た
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
大
陸
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ギ
リ
ス
も
極
め
て
川
難
な
時
代
と
な
っ
て
い
た
。
国
内
に
は
、
廠
業
革
命
の
巡
行
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
社
会
間
脳
が
起
き
て
い
て
、
人
口
の
都
市
集
中
化
、
農
村
の
衰
退
、
年
少
労
働
者
や
社
会
的
弱
者
の
困
窮
な
ど
、
未
来
に
不
安
を
投
げ
か
け
る
要
因
が
多
く
あ
っ
て
、
人
心
の
定
ま
ら
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
人
Ⅲ
が
自
己
の
、
あ
る
い
は
自
国
の
利
益
を
求
め
る
余
り
、
現
実
世
界
で
も
精
神
的
に
も
、
混
乱
と
無
秩
序
の
続
く
世
の
中
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
両
者
に
共
通
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
七
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
の
世
相
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
相
と
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
時
代
に
は
人
間
の
生
き
力
を
真
剣
に
考
え
る
人
が
川
て
く
る
の
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
始
孤
し
た
一
九
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
に
は
、
こ
の
地
が
弱
小
国
の
集合で、政治的・社会的・文化的に、他のヨーロヅ。〈諸国よりもはなはだしく遅れていたにも拘らず、カント、シ
ェリソグ、フィヒテなどの哲学者をはじめ、ゲーテ、シラーなどの文学者や、ハイドン、モーツァルト、ベートー
ヴ
ェ
ン
な
ど
の
大
作
曲
家
を
誰
出
し
て
い
た
こ
と
は
、
精
神
文
化
が
物
質
文
化
と
は
関
り
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
物
質
的
に
貧
し
い
と
こ
ろ
に
精
神
の
深
ま
り
が
あ
る
こ
と
を
、
我
々
に
示
し
て
い
る
。
ベーメはプロテスタントであったが、彼の忠恕は教会の神学とは机容れないものであった。だが彼はキリスト教
の立場を貫いた。多分に汎神論的な立場に立ってベーメは説くのであるが、まったくの汎神論にはなり得なかった。
コウルリッジの場合も同様であった。ユニテリアンからイギリス国教への転向はあったものの、キリスト教からは、
少なくとも表面上は離れなかった。しかし彼の思想は、その基本が汎神論的立場に根ざしている。両者ともキリス
ト教の根強い伝統のある土壌に育ち、周川もすべてキリスト教という環境に生涯を過ごしたのであるから、完全に
非キリスト教的な思考をこの両者に求めること自体、無剛のように思われる。もし仮に、この両者が東洋の地で後
の半生を過ごしたならば、もっと自由な思考ができたのではないかと考えられる。いずれにしろ、その意味で、こ
の両者は既成宗教の枠内で、最大限の冒険をしていたと考えてよい。
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コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
は
ま
た
、
『
文
学
評
伝
』
の
第
九
章
で
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
測
窃
問
題
の
弁
護
に
触
れ
た
あ
と
、
シ
ェ
リ
ソ
グ
は
ベ
ーメをはじめとする神秘主義者について妓近になって知識を得、それを尊敬をしているけれど、自分はずっと前か
ら
こ
の
こ
と
を
体
験
し
て
い
た
と
述
べ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
よ
り
も
早
く
か
ら
ベ
ー
メ
の
作
品
に
触
れ
、
そ
の
思
想
を
吸
収
し
て
い
た
と
も
（４） 
述べている。彼はここで、自己の体系が早い時期からベーメに負うていることを陪一がしているのであるが、これが
事実ならば、シェリソグの『先験的観念論の体系』を読む以前に、彼はペーメの作口叩に触れていたことになる。と
いうのは、彼がここで問題にしているシェリングの作品は『先験的観念論の体系』であり、これは一八○○年に出
版
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『文学評伝』で、シェリングの思想がベーメの思想と一致したことは単なる偶然に過ぎないとシェリング自身が
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
ベ
ー
メ
の
作
品
に
触
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
在
学
し
て
い
た
と
ぎ
で
あ
ろ
う
。
彼
が
述
べ
る
と
（２） 
ころでは、一七九八年にドイツに渡る以前に、学校でベーメの『オーロラ』を読んだらしい。多分二○歳台の前半
に
こ
れ
を
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
重
力
現
象
の
も
と
で
は
音
は
光
と
等
し
く
、
光
の
現
象
の
下
で
は
色
彩
は
重
力
と
等
し
い
（３） 
という考膳えを吸収し、それをいまだに信じていると述べている。これは一八一七年の七月に、ルードヴィヒ・ティ
ークに宛てて書かれた手紙に記されているもので、このときコウルリヅジはすでに『文学評伝』を世に出していてへ
四
四
歳
に
な
っ
て
い
た
。
コウルリッジがベーメに共感を寄せる最大の関心事は、「絶対自我」の概念の形成に大いに役立ったと承られる
神
の
概
念
に
あ
る
。
ベ
ー
メ
な
く
し
て
シ
ェ
リ
ン
グ
や
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
想
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
の
で
、
同
様
に
、
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
の
「
絶
対
自
我
」
の
概
念
も
、
ベ
ー
メ
な
く
し
て
は
存
在
し
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
時
代
背
景
と
い
い
、
内
向
的
で
内
省
に
浸
る
性
格
と
い
い
、
反
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
を
も
つ
思
想
力
法
と
い
い
、
こ
の
両
者
は
そ
の
外
的
お
よ
び
内
的
要
因
に
、
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。
二
、
ペ
ー
メ
ヘ
の
関
心
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（５） 
述べているが、自分は思想形成に直接的な恩義を受けてきたとコウルリッジは記している。彼はさらに、シェリン
グ
は
ペ
ー
メ
に
単
に
共
感
を
も
っ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
自
分
の
場
合
は
ベ
ー
メ
に
感
謝
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ペ
ー
メ
を
独
創
的
な
天
才
と
し
て
称
え
、
自
然
哲
学
の
創
始
者
で
あ
る
と
考
え
、
ベ
ー
メ
の
功
績
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ブ
ル
ー
ノ
に
始
ま
っ
た
極
の
珊
論
を
中
心
に
柵
え
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
哲
学
は
、
ベ
ー
メ
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
後
継
者
た
る
力
（６） 
ソ
ト
に
よ
っ
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
と
コ
ウ
ル
リ
ヅ
ジ
は
考
鰐
え
る
。
ベ
ー
メ
は
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
よ
う
に
高
等
教
育
は
受
け
て
い
な
か
っ
た
が
、
思
考
の
深
さ
で
は
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
に
劣
る
と
は
思
え
な
い
。
ペ
ー
メ
は
一
五
七
五
年
に
オ
ー
デ
ル
川
と
エ
ル
ベ
川
の
間
に
あ
っ
て
そ
の
こ
ろ
ボ
ヘ
ミ
ア
に
属
し
て
い
た
高
地
ル
ザ
テ
ィ
ァ
の
ゲ
ルリッッの近くの、アルトザイデンベルクという村の、比較的裕福な農民の四番目の子供として生れた。彼の幼い
こ
ろ
の
記
録
は
不
明
の
と
こ
ろ
が
多
く
、
生
れ
た
月
日
Ｊ
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
父
親
Ｊ
も
ヤ
コ
ブ
と
い
っ
て
、
古
く
か
ら
続
く
家
系
の
川
であり、この地方の教会の長老であり陪辮判事であったが、ベーメは一五歳のときに靴屋に修業に出された。後年、
靴
屋
の
ベ
ー
メ
と
い
わ
れ
る
以
所
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
彼
は
し
ば
ら
く
靴
屋
の
修
業
を
積
承
、
一
五
九
九
年
四
月
に
ゲ
ル
リ
ッ
ッ
で
靴
屋
を
営
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
翌
月
カ
タ
リ
ー
ナ
と
い
う
肉
屋
の
娘
と
結
婚
し
た
。
翌
一
六
○
○
年
一
月
に
長
男
が
誕
挑
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
彼
に
は
直
観
的
感
覚
が
素
晴
し
く
機
能
す
る
よ
う
に
な
り
、
天
啓
を
受
け
、
さ
ら
に
膜
想
に
ふ
け
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
か
ら
以
後
の
ベ
ー
メ
は
、
誠
実
で
腕
の
い
い
職
人
と
し
て
靴
屋
の
家
業
に
励
む
一
方
、
ひ
ま
さ
え
あ
れ
ば
瞑
想
に
ふ
け
っ
て
、
直
観
的
で
深
遠
な
世
界
に
想
い
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
六
一
二
年
ご
ろ
に
、
ベ
ー
メ
は
神
と
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
深
い
思
索
を
め
ぐ
ら
す
よ
う
に
な
り
、
彼
の
思
考
や
幻
想
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
本
は
『
オ
ー
ロ
ラ
、
す
な
わ
ち
東
方
の
曙
光
』
と
題
さ
れ
た
。
こ
の
当
時
は
も
ち
ろ
ん
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
以
降
の
印
刷
術
の
進
歩
が
あ
っ
て
、
書
物
は
朧
ん
に
印
刷
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
本
は
書
き
写
さ
れ
て
次
女
と
人
の
目
に
触
れ
て
い
き
、
つ
い
に
海
を
越
え
て
イ
ギ
リ
ス
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
ベ
ー
メ
は
こ
の
本
の
中
で
、
神
こ
そ
万
物
の
根
源
で
あ
る
と
説
き
、
良
い
事
Ｊ
も
悪
い
事
も
神
の
う
ち
に
あ
る
と
し
た
。
彼
の
考
え
に
従
え
ば
、
悪
い
も
の
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
良
い
事
の
存
在
が
意
識
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
良
い
事
と
悪
い
事
と
は
神
の
う
ち
に
お
い
て
調
和
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
考
え
は
、
神
こ
そ
善
良
無
二
の
絶
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対者であるとするキリスト教、とりわけプロテスタントの教義とは相容れず、それゆえ、プロテスタントの教会か
らは迫害されるという憂き目をみることとなった。そこで彼の著作は印刷・出版が禁止され、手書きの書き写しと
なった次第である。こうしてプロテスタント派の牧師の迫害にも拘らず、ベーメの教義は洲次、国の内外に浸透し
ていった。
その後ベーメは一六一九年、つまり一一一○年戦争の始まった翌年に、『神的存在の三つの原理の記述』と題する第
一一作を出版した。しかしながら、彼がもっとも多く作品を世に出したのは、一六二○年以降の四年Ⅲに集中してい
る。ほとんどの重要な作品はこの時期に書かれているが、このころはまさにドイツ諸国が動乱の渦の中におかれて
いた時代でもある。ベーメは一六二四年八月一一四日に他界したが、彼の残した著作およびその影響は実に大きく、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
や
キ
エ
ル
ヶ
ゴ
ー
ル
の
思
想
に
も
及
び
、
ハ
ー
マ
ソ
を
含
む
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
の
詩
人
た
ち
に
も
及
び
、
や
が
て
そ
れ
が
ロ
マ
ン
派
に
も
及
ん
で
い
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
、
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
テ
ーク、ノヴァーリスなどの文学者は、多かれ少なかれベーメの影響を受けている。また彼の神秘的な自然哲学は、
（７） 
近
代
物
理
学
の
開
祖
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
も
影
響
を
与
え
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
、
自
己
の
体
系
の
理
論
的
根
拠
を
考
え
る
と
き
に
、
ベ
ー
メ
の
重
力
の
概
念
を
、
慎
重
に
検
討
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
重
力
な
る
力
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
自
身
で
は
な
く
、
そ
れ
は
ベ
ー
メ
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
影
響
力
の
大
き
な
ベ
ー
メ
で
あ
る
か
ら
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
見
蕗
す
は
ず
は
な
い
。
彼
は
ペ
ー
メ
の
著
作
を
片
端
か
ら
読
ん
で
い
っ
た
。
ベ
ー
メ
の
著
作
は
、
著
書
と
論
文
を
併
せ
る
と
三
一
点
に
達
す
る
と
い
う
。
彼
の
著
作
は
一
六
七
五
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
初
め
て
作
品
集
の
形
で
出
版
さ
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
六
四
五
年
か
ら
一
七
年
か
け
て
、
ジ
ョ
ン
・
ス
．
ハ
ロ
ウ
を
は
じ
め
五
人
の
訳
者
に
よ
っ
て
別
々
に
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
時
代
に
も
、
新
た
に
ペ
ー
メ
の
作
品
集
の
英
訳
本
が
出
回
っ
て
い
た
。
こ
の
本
は
ロ
ウ
の
編
集
本
と
呼
ば
れ
て
い
た
本
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ス
パ
ロ
ウ
が
編
ん
だ
ベ
ー
メ
の
作
品
集
に
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ロ
ウ
が
手
を
入
れ
た
も
の
を
、
彼
の
死
後
、
Ｇ
・
ワ
ー
ド
と
Ｔ
・
ラ
ン
グ
ヶ
イ
ク
が
共
編
で
、
『
チ
ュ
ー
ト
ン
人
の
神
知
学
者
ヤ
コ
プ
・
ペ
ー
メ
作
品
染
』
と
題
し
て
出
版
し
た
も
の
で
、
挿
絵
入
り
の
四
巻
本
か
ら
成
り
、
一
七
六
四
年
か
ら
一
七
八
一
年
に
か
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（８） 
けて出されたＪものであった。コウルリッジが読んだのは、この作口叩集である。
ペーメの名はイギリス人には馴染がないらしく、この作品集では本来の口９日のを固の宮口のロと綴っているが、
コウルリヅジは閃８百口のロと綴ることが多く、国の宮口のロのほか団◎のロ日の目とか団・穿日の口とＪも書き、ときには
（９） 
国◎の日あるいは国〔両日とＪも記していて一定ではない。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
版
『
文
学
評
伝
』
の
シ
ョ
ウ
ク
ロ
ス
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
ヤ
コ
ブ
・
ベ
ー
メ
研
究
は
一
七
九
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
五
世
紀
の
哲
学
者
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
生
れ
で
ア
テ
ネ
で
教
義
を
説
い
た
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
プ
ロ
ク
ル
ス
を
青
年
時
代
に
研
究
し
た
こ
と
が
、
ペ
ー
メ
に
関
心
を
も
つ
原
因
と
な
り
、
そ
の
（皿）
ベ
ー
メ
の
関
心
か
ら
シ
ェ
リ
ン
グ
を
調
べ
る
に
至
っ
た
と
シ
ョ
ウ
ク
ロ
ス
は
考
え
る
。
ち
な
み
に
プ
ロ
ク
ル
ス
は
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
派
の
最
後
の
偉
大
な
哲
学
者
で
あ
り
、
汎
神
論
的
な
反
キ
リ
ス
ト
教
的
思
想
を
も
っ
た
哲
学
者
で
あ
っ
た
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
優
れ
た
哲
（Ⅱ） 
学の体系がプロクルスの『プラトン神学』の中に児山山されると述べていることからすれば、彼自身Ｊも反キリス教的
な
教
義
に
、
少
な
か
ら
ぬ
興
味
を
感
じ
て
い
た
に
相
進
な
い
。
（旧）
実
際
に
一
七
九
五
年
一
二
月
か
翌
年
一
月
ご
ろ
と
思
え
る
『
倣
忘
録
』
の
記
録
に
、
ヤ
コ
ブ
・
ベ
ー
メ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
コ
ウルリッジは学生時代にすでに新プラトン派の教義に強い興味をもっていて、プロティノスからヤンブリコスヘ、
そ
し
て
プ
ロ
ク
ル
ス
に
続
く
思
想
の
流
れ
を
追
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
近
世
に
お
け
る
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
復
興
の
よ
う
な
ベ
ーメの教義には非常な関心があったに相述ない。
し
か
し
な
が
ら
、
一
七
九
○
年
代
の
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
ベ
ー
メ
に
対
す
る
関
心
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
く
永
続
的
で
あ
っ
た
証
拠
は
な
い
。
む
し
ろ
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
延
長
線
上
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
を
認
め
て
関
心
を
Ｊ
も
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
ベ
ー
メ
に
つ
い
て
の
本
当
の
興
味
は
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
生
じ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
書
き
残
し
た
『
備
忘
録
』
お
よ
び
『
書
簡
架
』
に
お
け
る
ベ
ー
メ
ヘ
の
言
及
は
、
一
八
○
八
年
一
一
月
か
ら
一
八
一
○
年
一
○
月
ま
で
の
Ⅲ
、
『
文
学
評
伝
』
執
筆
中
の
一
八
一
五
（旧）
年
か
ら
一
八
一
六
年
、
そ
れ
に
一
八
一
七
年
六
、
刀
か
ら
一
八
一
八
年
一
○
月
の
期
間
に
集
中
し
て
い
る
。
一
八
○
八
年
は
、
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
が
『
友
』
の
発
行
を
企
画
し
た
年
で
あ
り
、
一
八
一
○
年
は
『
友
』
の
補
遺
と
し
て
ベ
ー
メ
に
関
す
る
作
品
を
書
こ
う
と
考
え
て
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哲学史的流れからいうと、コウルリッジの関心はまずプラトンに向けられ、それから新プラトン派のプロティヌ
ス
に
向
け
ら
れ
た
。
『
文
学
評
伝
』
第
一
二
章
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
を
ま
だ
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
著
者
の
無
知
を
班
解
し
な
い
う
ち
は
、
自
分
自
身
が
そ
の
著
者
を
ま
っ
た
く
剛
解
し
て
い
な
い
の
だ
と
思
え
」
と
い
う
彼
自
身
の
格
言
か
ら
す
れ
ば
、
彼
が
プ
ラ
ト
ン
の
無
知
を
知
ろ
う
と
し
て
ど
の
様
に
試
ゑ
て
も
そ
れ
を
達
し
得
な
か
っ
た
の
で
、
や
は
り
自
分
自
身
が
プ
ラ
ト
ン
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
プ
ラ
ト
ソ
の
作
品
は
よ
く
理
解
で
き
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ラ
ト
ン
の
体
系
は
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
実
際
に
彼
は
、
同
じ
く
『
文
学
評
伝
』
の
第
一
二
章
で
、
動
的
哲
学
の
本
質
は
不
純
な
混
合
物
か
（ｕ） 
ベーメの体系への批判は、『文学評伝』中にＪも見られる。したがって『文学評伝』執筆中には少なく１とＪもベーメ
の体系以上のＪもの左コウルリッジ自身が考えていたと確信していたことと思われる。しかしながら、ベーメから受
け
た
恩
恵
は
終
生
感
じ
て
い
た
ら
し
く
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
死
後
出
版
さ
れ
た
『
文
学
過
稿
』
に
も
彼
の
心
に
残
っ
て
い
た
優
れ
た
哲
（脳）
学者として、ジョルダーノ・鯵フルーノやベネディクト・スピノザと並んで、ペーメの名があげられている。
（肥）
『食卓談話』の一八二七年七月二○日の記録には、ベーメの言葉の引用があるけれど、これはコウルリッジが晩
年までＪもベーメヘの関心をＪもち続けていたことを裏付けるものであろう。
い
た
年
で
あ
る
。
一
八
一
七
年
ご
ろ
は
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
自
己
の
体
系
を
集
大
成
し
よ
う
と
し
て
『
ロ
ブ
ソ
フ
ィ
ァ
』
な
る
大
著
の
出
版
を
考
え
て
い
た
こ
ろ
で
あ
り
、
神
と
人
と
の
関
係
を
真
剣
に
推
論
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
ロ
ゴ
ス
な
る
理法を神の摂理とした。そこに人判すなわち知性の商揚を手段として、人間もまた股高存在と一致するという究極
的思考に至るので、そのためにはベーメの体系が彼の思想の基本にあったと考えて差支えない。したがって『ロゴ
ソ
フ
ィ
ア
』
の
理
論
枇
成
の
上
で
、
ベ
ー
メ
の
体
系
の
再
評
価
と
批
判
と
が
、
こ
の
時
期
の
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
に
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
ソ
フ
ィ
ア
』
の
理
論
構
卍
ったように思われる。
三
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
か
ら
神
秘
主
義
へ
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（Ⅳ） 
ら、ピタゴラスとプラトソの体系を復活ざせ純化させたＪものだ、と記している。したがって、プラトンの思想が彼
の
考
え
る
動
的
哲
学
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
プラトンの思想にさらに神秘主義的な色彩を強めたのが新プラトン主義派であった。コウルリッジはプラトンに
敬
意
を
払
い
つ
つ
も
、
悟
性
よ
り
は
直
観
を
重
視
す
る
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
思
想
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
。
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
『
エ
ン
ネ
ァ
デ
ス
』
は
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
よ
く
読
ん
だ
本
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
中
か
ら
直
観
を
哲
学
の
基
本
的
機
能
と
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た。直観を司る内的感覚をもつことこそ、哲学者としての必要条件であると考えるに至った。そして、神が至る所
に遍在して人間の思考のうちにも入り込むという自由で闇達な汎神論的思考に、大きな魅力を感じたのであった。
自
由
こ
そ
哲
学
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
る
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
に
、
他
か
ら
自
己
を
規
制
さ
れ
な
い
よ
う
な
、
自
己
が
考
え
出
す
神
の
概
念
は
す
こ
ぶ
る
魅
力
的
で
あ
っ
た
に
机
述
な
い
。
国
教
会
の
牧
師
の
息
子
と
し
て
生
れ
、
牧
師
と
な
る
べ
く
ジ
ー
ザ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
に
進
んだコゥルリッジではあったが、反逆心が頭をＪもたげてきて大学は経済的事情もあって中退し、過激なユニテリア
ン
の
思
想
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
触
れ
た
の
が
汎
神
論
的
思
想
で
あ
っ
た
。
後
に
こ
れ
は
ス
ピ
ノ
ザ
を
学
ぶ
に
至
っ
て
最
高潮に達し、『ロゴソフィァ』ではスピノザに関する章を設けるつもりであった。
こ
う
し
た
思
想
的
遍
歴
の
際
に
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
で
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
弟
子
の
ヤ
ン
ブ
リ
コ
ス
や
そ
の
後
継
者
プ
ロ
ク
ル
ス
に
読書の範囲が及んだことは当然であっただろう。
しかしながら、知識を求めてやまないコウルリッジは、新プラトン主義に満足しなかった。哲学史的には、この
あ
と
中
世
の
ス
コ
ラ
哲
学
が
続
く
が
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
。
ア
ラ
ブ
の
ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス
は
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
がＪもっとも関心をＪもった哲学者の一人である。彼は能動的知性が第一原因として質料に作用して、…それにさまざま
な形相を与え、事物Ｊも人間Ｊもこうして作られたと考える。極めて新プラトン主義的である。アヴェロエスがコウル
リッジに共感を与えたものは、自然界における能動と受動の対立思想と、哲学する能力が天賦のものだとする、い
わば天才論の立場である。
一五世紀のドイツ最大の神学者は、モーゼル河畔のクエスに生れたニコラウス・クサヌスであるとコウルリッジ
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，
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
、
自
分
な
り
の
荷
学
史
を
書
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
混
乱
し
た
思
想
の
断
片
を
掻
き
集
め
る
も
の
で
は
な
く
、
普
遍
的
で
統
一
的
な
立
場
か
ら
書
か
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
哲
学
者
が
い
ろ
い
ろ
な
学
説
を
唱
え
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
は
一
つ
の
全
体
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
中
心
的
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
に
（旧）
内在するあらゆる法則性や、それらの各部と全体との共存関係がわかると考蝉える。この中心的で統一的かつ調和的
な
視
点
と
は
、
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
が
ブ
ル
ー
ノ
ー
ベ
ー
メ
ー
カ
ソ
ト
の
系
譜
上
に
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
．
そ
し
て
、
そ
の
中
心
点
以
外
か
ら
見
れ
ば
、
す
べ
て
の
体
系
が
歪
ん
で
見
え
る
も
の
だ
と
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
考
え
て
い
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
哲
学
史
は
、
幻
の
大
著
『
ロ
ゴ
ソ
フ
ィ
ァ
』
の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
古
今
の
哲
学
者
の
う
ち
、
コウルリッジが重要であると考える者の思想が解説ざれ批評されるはずであった。一八○三年ごろの『備忘録』の
記
録
に
は
、
今
後
の
執
筆
予
定
の
テ
ー
マ
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
○
番
目
に
は
、
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
、
ヤ
コ
ブ
・
ベ
ー
メ
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
三
人
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
カ
ン
ト
以
前
の
近
代
哲
学
者
と
し
て
、
コ
ウ
ル
リ
ヅ
ジ
に
は
帰
結
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
は
考
え
た
。
ク
サ
ヌ
ス
は
神
秘
主
義
的
立
場
を
と
っ
た
。
プ
ロ
テ
ィ
ヌ
ス
の
伝
統
は
ク
サ
ヌ
ス
の
う
ち
に
甦
っ
た
ｐ
彼
は
、
神
を
矛
盾
的
な
概
念
の
統
一
で
あ
る
と
し
、
「
対
立
者
の
一
致
」
こ
そ
こ
の
世
を
規
定
す
る
唯
一
の
法
則
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
「
対
立
者
の
一致」の概念は、やがてベーメのうちにも現われてくる。
「対立者の一致」（Ｏ・】ロ・】Ｑのロ言・弓・の祥・日日）という概念は、やがてブルーノに至って展開される。この南イ
タリアのノラの哲学者は、神を宇宙の生命そのものとした捉え、神こそまさに「能産的自然」（ロ日日口ご囚冨Ｈ目の）
で
あ
る
と
考
え
た
。
彼
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
説
を
信
俸
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
来
世
に
生
き
る
た
め
に
現
世
で
禁
欲
を
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
は
偽
善
で
あ
る
と
し
、
現
世
の
社
会
の
た
め
に
尺
す
こ
と
が
善
で
あ
る
と
説
い
た
。
ベ
ー
メ
の
教
義
は
、
理
論
上
、
神
秘
主
義
を
基
盤
と
し
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
要
素
を
多
分
に
含
承
な
が
ら
、
ブ
ル
ー
ノ
の
「
対
立
者
の
一
致
」
の
系
譜
上
に
あ
る
。
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
し
る
プ
ル
ー
ノ
に
し
ろ
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
も
っ
と
も
関
心
を
も
っ
た
思
想
家
た
ち
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
流
れ
を
汲
ん
で
神
秘
主
義
的
展
開
を
見
せ
た
ベ
ー
メ
に
コ
ウ
リ
ッ
ジ
が
注
目
す
る
こ
と
は
、
必
然
的
な
推
論
の
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こ
の
三
人
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
に
相
違
な
い
。
一八○八年ごろからベーメについての言及が多くなるが、これは、このころに彼がベーメの本を熟読し出したか
らであろう。『備忘録』の記録にも、その足跡が伺える。コウルリッジがペーメの『オーロラ』に記した欄外書き
込孜の日付は、一八○八年以降のものである。彼はこのころ、ロゥ編になるペーメの作品集を手に入れたらしい。
それまではこの著者の作品をそれほど力を入れて読んだことはなかったのであろう。そして、一八○八年以降、ベ
ー
メ
ヘ
の
言
及
は
『
伽
忘
録
』
や
『
書
簡
集
』
や
『
友
』
の
中
や
『
文
学
評
伝
』
で
瀕
繁
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ベ
ー
メ
は
ブ
ル
ー
ノ
よ
り
時
代
的
に
は
後
で
あ
り
、
し
か
も
ブ
ル
ー
ノ
の
説
を
基
盤
と
し
た
よ
う
な
論
述
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
関
心
や
研
究
も
プ
ル
ー
ノ
か
ら
ベ
ー
メ
ヘ
向
い
た
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
際
に
は
む
し
ろ
、
ベ
ー
メ
を
知
る
に
及
ん
で
プ
ル
ー
ノ
ヘ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
プ
ル
ノ
ー
は
地
動
説
の
信
作
者
と
し
て
真
理
に
殉
教
し
た
有
名
な
人
で
あ
り
、
し
か
も
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
期
の
イ
ギ
リ
ス
へ
や
っ
て
き
て
、
文
人
た
ち
と
親
し
く
論
議
を
し
た
人
物
な
の
で
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
ベ
ー
メ
の
名
を
知
る
以
前
か
ら
、
ブ
ル
ー
ノ
に
は
あ
る
程
度
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ペ
ー
メ
の
思
想
に
触
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
再
び
プ
ル
ー
ノ
ヘ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
も
のであろう。一八一八年に、コウルリヅジはベーメの『オーロラ』の欄外書込永に、ベーメの体系とブルーノの体
（山）
系
の
類
似
点
を
述
べ
ら
れ
る
ほ
ど
プ
ル
ー
ノ
の
著
作
を
読
ん
で
い
な
い
と
記
し
て
い
る
が
、
彼
は
一
八
○
九
年
九
月
に
は
ブ
ル
ー
ノ
の
（ｍ） 
本を六冊読んだと述べ、一八一八年には一一冊中八冊読んだと記しているので、相当な且巫を読んでいたと思われる。
こ
う
し
て
、
ベ
ー
メ
の
著
作
を
読
み
出
し
て
か
ら
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
そ
こ
に
ブ
ル
ー
ノ
と
の
共
通
点
を
見
出
し
、
プ
ル
ー
ノ
を
再
評
価
し
は
じ
め
た
と
い
う
の
が
実
情
ら
し
い
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
う
ち
に
汎
神
論
的
思
考
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
時
代
ま
で
遡
る
で
あ
ろ
う
が
、
は
っ
き
〔別）
り
と
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
○
三
年
ご
ろ
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
（〃）
ス
に
代
表
さ
れ
る
新
。
フ
ラ
ト
ン
派
の
影
響
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
プ
ル
ー
ノ
に
は
多
少
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
が
糸
口
と
な
っ
て
、
プ
ル
ー
ノ
や
ベ
ー
メ
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
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急速に神秘主義的汎神論の体系に没頭するようになる。
一八一○年一月二一日付のポーモント卿夫人への手紙で、コウルリッジが哲学史の一部と考えられる「汎神論と
神秘主義」について研究するつもりでいることが述べられている。その中で彼は、「友』においてヤコブ・ベーメ
に
つ
い
て
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
彼
は
た
び
た
び
好
ん
で
引
用
し
て
い
る
「
著
者
の
無
知
が
わ
か
る
ま
で
そ
の
著者を理解していないものと思え」という自己の格言を、プラトンの場合と同様、ベーメにもあてはめている。彼
（泌）
はここで、ベーメをチュートン人の神制学者と呼び、彼を偉大な人物だと認めている。
哲学史の一部としての汎神論と神秘主義に関する論及は、一八一五年と一六年に集中する。彼はこのころ『文学
評
伝
』
を
執
繁
し
、
そ
こ
で
予
告
し
た
よ
う
に
、
『
ロ
ゴ
ソ
フ
ィ
ァ
』
を
書
く
た
め
に
日
に
夜
を
継
い
で
読
書
と
研
究
に
余
念
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
一
五
年
九
月
二
七
日
付
の
兄
ジ
ョ
ー
ジ
の
友
人
の
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
宛
の
手
紙
に
は
、
そ
の
第
五
章
と
し
て
神
秘
主
義
と
汎
神
論
を
主
題
に
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
ブ
ル
ー
ノ
と
ベ
ー
メ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
扱
わ
れ
る
予
定
で
、
こ
れ
ら
四
人
の
伝
記
と
思
想
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
一
○
日
ほ
ど
後
に
書
か
れ
た
ダ
ニ
ュ
エ
ル
・
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
宛
の
手
紙
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
は
真
剣
に
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
翌
一
八
一
六
年
七
月
一
六
日
の
フ
レ
ア
ー
宛
の
手
紙
で
も
、
ブ
ル
ー
ノ
の
伝
記
と
そ
の
体
系
の
批
判
、
そ
れ
に
ベ
ー
メ
の
よ
う
な
汎
神
論
者
の
伝
記
と
体
系
に
つ
い
て
も
書
き
た
い
と
述
べ
て
い
る
し
、
同
年
九
月
二
五
日
の
ヒ
ュ
ー
・
ロ
ー
ズ
に
宛
て
た
手
紙
で
も
、
ブ
ル
ー
ノ
、
ベ
ー
メ
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
体
系
に
対
す
る
批
評
を
述
べ
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
ブ
ル
ー
ノ
と
ベ
ー
メ
の
体
系
を
比
較
し
、
そ
の
両
者
に
つ
い
て
自
己
の
見
解
を
記
そ
う
と
考
えていた。スピノザについても同様に考えていた。しかし、彼の大著となるべき『ロゴソフィア』が未完に終って
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
内
容
た
る
哲
学
史
の
一
部
も
、
つ
い
に
世
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
汎
神
論
と
神
秘
主
義
を
取
り
上
げ
て
論
述
し
よ
う
と
し
た
努
力
は
、
そ
の
後
の
哲
学
史
の
連
続
識
減
に
も
役
立
っ
て
い
る
し
、
『
省
察
の
助
け
』
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。
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占星術は民衆のうちに広く根を張っていて、その効果を疑う人はそれほど多くなかった。ベーメの時代は、シェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
時
代
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
剛
に
見
ら
れ
る
超
自
然
的
現
象
や
そ
う
し
た
舞
台
設
定
を
、
現
実
的
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う
な
素
地
が
、
世
の
中
一
般
に
あ
っ
た
。
三
○
年
戦
争
の
時
代
に
占
星
術
が
世
の
中
に
矛
盾
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
シ
ラ
ー
の
三
部
作
の
悲
劇
『
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
こ
の
将
耶
の
巡
命
が
星
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
劇
の
中
で
も
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
星
の
位
置
関
係
を
述
べ
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
明
日
も
わ
か
ら
ぬ
不
安
と
混
乱
の
時
代
に
は
、
と
く
に
占
星
術
の
よ
う
な
も
の
は
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
神智学は科学の興隆と共に衰退していったけれど、この時代には、まだ盛んに研究された学問であった。とりわ
け
へ
ま
だ
物
質
の
本
質
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
錬
金
術
が
臓
ん
に
行
な
わ
れ
、
そ
れ
が
神
知
学
と
結
び
つ
い
て
、
一
称
の
宇
宙
論
が
展
開
さ
れ
た
。
神
判
学
と
は
そ
も
そ
も
、
人
間
に
は
神
秘
的
な
知
性
が
あ
っ
て
、
こ
の
霊
知
を
駆
使
し
て
人
間
は
神
を
見
る
こ
とができることを前提としている。神智学によって、人間は神と接することができれば、宇宙の存在そのものの謎
も解けるはずであり、，そのために神智学は物質の構成を研究して黄金を作り出そうという錬金術に、非常に近い関
係
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こうして、ベーメにおいては、哲学と占星術と神智学とが合体し融合することとなるのである。
ベーメは教育こそあまり受けなかったけれど、瞑想による自己陶治によって気品ある精神と感情をもつに至った。
ペーメの体系は、いわば哲学と占星術と神智学とが混然と融合したようなものである。哲学とはいっても、この
時
代
に
は
形
而
上
学
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
教
会
色
の
濃
い
ス
コ
ラ
哲
学
の
流
れ
を
汲
む
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
ｂ
『
オ
ー
ロ
ラ
』
が
世
に
出
た
こ
ろ
は
、
ま
だ
デ
カ
ル
ト
の
懐
疑
論
は
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ッ
も
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
も
ベ
ー
メ
の
死
後
に
生
ま
れ
、
一
七
世
紀
後
半
に
お
い
て
活
腿
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ー
メ
の
時
代
に
は
、
近
代
哲
学
と
言
え
る
も
の
は
な
か
っ
た
ま
れ
、
石
のである。
四
、
ベ
ー
メ
の
体
系
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ペ
ー
メ
の
体
系
の
う
ち
で
、
も
っ
と
も
世
間
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
も
の
は
、
神
人
同
一
説
で
あ
ろ
う
。
人
間
は
宇
宙
に
比
べ
れ
ば
ま
っ
た
く
小
さ
な
存
在
で
あ
り
、
刹
那
的
で
は
か
な
い
存
在
に
す
ぎ
な
い
が
、
人
間
に
は
神
の
本
質
が
宿
っ
て
い
る
と
ベ
ー
メ
は
考
え
る
。
神
の
木
質
は
宇
開
の
森
羅
万
象
の
う
ち
に
遍
在
す
る
の
で
、
小
字
開
た
る
人
間
の
う
ち
に
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
事
物
や
人
間
以
外
の
動
物
に
は
、
神
を
認
め
る
知
性
が
欠
け
る
。
小
宇
宙
の
人
間
は
、
大
宇
宙
の
神
と
対
立
は
す
る
が
調
和
的
に
融
合
する。したがって、神は遥か彼方に在るのではなくて人間のうちにあり、神のうちに人間が存在することとなる。
こ
う
し
た
考
え
は
、
神
を
絶
対
者
と
し
て
人
間
の
外
に
置
き
、
宇
獅
の
唯
一
の
支
配
者
と
考
え
る
キ
リ
ス
ト
教
の
理
念
と
は
相
容
れ
な
いものである。したがって、ゲルリッッ周辺のプロテスタントの牧師たちが、ペーメに圧力を加えた主な理由がそ
こ
に
あ
る
。
ベ
ー
メ
の
こ
の
概
念
は
『
オ
ー
ロ
ラ
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
本
が
発
禁
に
な
っ
て
理
由
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
ペ
ー
メ
は
『
オ
ー
ロ
ラ
」
で
、
父
な
る
神
か
ら
自
然
の
諸
力
が
生
じ
、
そ
し
て
こ
の
神
は
太
陽
に
た
と
え
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
星
々
の
（別）
力の綜合ともなる、と記している。そして一二位一体の立場から、それぞれの一一一つの神を考える。ベーメによれば神
（妬）
の遍在によって、あらゆる鳥獣に魂があり、その一一一神に類似して一一一つの源泉があるという。この辺に、一一一位一体説
材となっている。
彼は学者からは何も得ずとも自然こそ師であると考えた。彼は独学で勉強して、当時の自然学の知識を身につけ、
占
星
術
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
説
に
は
同
調
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
の
時
代
の
前
ま
で
の
形而上学も理解し、ニコラウス・クサヌスの説もよく知っていたようである。それを裏付ける事実として、彼は．ハ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
の
、
宇
附
も
人
間
も
共
に
同
じ
要
素
か
ら
成
っ
て
い
る
と
い
う
自
然
観
を
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
ま
た
、
ク
サ
ヌ
ス
の
説
で
あ
る
神
は
矛
盾
的
対
立
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
対
立
者
の
一
致
」
で
あ
っ
て
、
感
覚
や
想
像
や
単
な
る
理
性
を
越
え
た
、
自
ら
の
無
知
を
知
っ
た
理
性
に
よ
っ
て
神
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
概
念
や
、
地
動
説
も
背
最
と
す
る
大
字
術
と
小
宇
宙
の
概
念
、
それに、神と世界の統一が世界の佃物、すなわち崇高な精神をもった人間のうちに見られるという概念などを、よ
く
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
す
べ
て
ベ
ー
メ
の
思
想
の
う
ち
に
吸
収
さ
れ
、
彼
の
体
系
の
基
本
的
な
素
にある。
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の立場が←貫かれていることがわかるＱペーメの三位一体論は、厳密に一一一一口えば対立における二元性と合一における一一一一
元
の
融
合
で
あ
る
ｐ
ベ
ー
メ
の
思
想
で
は
Ｐ
す
べ
て
の
も
の
は
中
心
点
に
お
い
て
対
立
要
素
を
含
ん
で
調
和
し
て
い
る
の
で
あ
る
９
そ
してすべての物質的および精神的なものに一勘息する法・則を見出したのである９神にも人間にも共通する法則を見出
す
た
め
に
、
ベ
ー
メ
は
神
の
う
ち
に
お
い
て
も
善
と
悪
が
バ
ラ
ン
ス
し
て
い
る
と
考
え
、
善
は
悪
を
通
し
て
認
識
さ
れ
、
美
は
醜
と
対
照
し
て
観
賞
さ
れ
る
と
考
え
た
ｏ
す
な
わ
ち
、
ブ
ル
ー
ノ
か
ら
ク
サ
ヌ
ス
に
至
る
極
の
理
論
の
延
長
線
上
に
、
そ
の
理
論
の
応
川
の
形
で、ベーメの説が展開さ‐れたのである。
またｙベーメによれば、神の状態に至るには二つのものが考えられる。その一つはサルリッター（硝玖石の意で、
自ら動く力のこと）であり、Ⅳ万物を創り出す力であって、これによって万物が作り出される。もう一つはメルクリ
ワ
ス
（
ロ
ー
マ
神
話
の
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
で
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ヘ
ル
メ
ス
、
つ
ま
り
神
々
の
使
者
の
起
邑
で
、
地
上
に
あ
っ
て
は
音
と
な
る
も
の
で
あ
る
Ｑ
大
地
の
サ
ル
リ
ッ
タ
ー
の
中
に
音
が
あ
れ
ば
、
金
Ｉ
銀
・
銅
・
鉄
な
ど
が
そ
こ
に
生
じ
る
。
人
間
が
楽
器
を
減
奏
（妬）
すれば音が生じるが、同様に地上のあくらゆる創造物には、，静かな場合以外は音が生じているとベーメは一一一一口う。すな
わ
ち
サ
ル
リ
ッ
タ
ー
と
は
創
造
チ
ネ
ル
ギ
１
の
こ
と
で
’
あ
り
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
と
は
伝
達
の
力
で
あ
る
。
自
然
界
の
事
物
は
す
べ
て
そ
の
う
ち
に
神
を
宿
す
が
、
そ
れ
は
サ
ル
リ
ッ
タ
ー
に
よ
っ
て
具
現
化
さ
れ
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
に
よ
っ
て
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
の
う
ち
に
こ
の
一
一
つ
の
も
の
、
つ
ま
り
聖
な
る
力
で
あ
る
サ
ル
、
リ
ッ
「
タ
ー
と
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
す
な
わ
ち
音
と
が
存
す
る
ことになる。前者ほ事物の実体を形作り，後者は音あるいは昔の変化として伝えられて、それはときに天使》の婆や
天
使
の
仕
蔵
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
人
為
に
愛
が
伝
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
神
と
人
と
の
交
信
の
手
段
と
な
る
と
も
考
え
ら
れ
ろ
。
こ
の
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
の
音
調
は
、
精
霊
を
Ⅱ
党
ま
せ
そ
の
頭
や
心
に
入
り
こ
む
。
人
間
の
場
合
に
は
（〃）
頭
脳
に
入
る
の
で
あ
る
。
桁
霊
の
心
に
。
入
り
こ
む
と
、
そ
の
心
の
扉
を
開
け
る
。
ベ
ー
メ
は
さ
ら
に
天
使
あ
る
い
は
精
霊
と
五
官
と
の
関
係
に
触
れ
、
“
視
覚
ｄ
聴
覚
６
臭
覚
な
ど
が
サ
ル
リ
ッ
タ
ー
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
力がら精霊を〈通して起こってきて、各感覚器官に与えられるという。天の父とその御子から生じたあらゆる力は、
聖霊によって伝えられていくＱ先のとき、ある力が他の力と触れ合い、，そこにメルクリウスすなわち音調が存在Ｌ、
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ベ
ー
メ
以
前
の
汎
神
論
者
は
、
宇
宙
の
万
物
に
神
が
遍
在
す
る
こ
と
は
認
め
て
い
た
が
、
人
間
の
精
神
が
人
間
に
内
在
す
る
神
に
ま
で
高
揚
さ
れ
る
も
の
だ
と
は
強
調
し
て
い
な
か
っ
た
。
ベ
ー
メ
は
そ
れ
を
神
と
人
間
と
の
零
墾
父
に
よ
っ
て
可
能
な
も
の
と
考
え
た
の
で
ある。コウルリッジがフィヒテに同調した、主観的自我が絶対的自我にまで高まった最一同にして無二の状態である
閂《少三の世界は、その源泉をベーメの神人同一説に求めることができる。
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
の
一
八
○
一
年
あ
る
い
は
そ
の
翌
年
に
譜
い
た
と
思
わ
れ
る
『
備
忘
録
』
の
記
録
に
は
、
ベ
ー
メ
の
意
几
と
し
て
（羽）
「すべてのものは神の自我であり、人川の自我も聖なる生き力をすれば神となる」と記されている。このころ彼は、
ま
だ
ベ
ー
メ
の
著
作
を
そ
れ
ほ
ど
読
ん
で
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
意
見
に
は
強
い
関
心
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
こ
れ
を
へ
（卯）
ソ
リ
ー
，
モ
ア
の
衡
学
に
関
す
る
著
作
で
読
ん
だ
ら
し
い
。
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
が
ベ
ー
メ
の
思
想
に
関
し
て
も
っ
と
も
興
味
を
も
つ
も
の
は
、
や
は
り
神
と
人
に
関
す
る
思
想
で
あ
ろ
う
。
ベ
ー
メ
は一七世紀初頭に活躍した思想家であるが、コウル，リッジは一九世紀前半に活仁躍した文人である。この一一世紀の差
は
大
き
い
。
こ
の
二
世
紀
に
ド
イ
ツ
で
は
バ
ロ
ッ
ク
時
代
か
ら
敬
蒙
時
代
、
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
時
代
、
古
典
主
義
時
代
を
経
て
ロ
マ
ン
主
義
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
ロ
マ
ン
派
全
艦
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
科
学
技
術
は
進
承
、
工
業
化
が
起
（泌）
それゆえあらゆる力が幸曰を出し、動いていく。
ペーメは人一間の生命が一一一つの原理から成っているというｏその一つは永遠の本性により、二つめは永遠の光の特
性により、Ｊもう一つは外界の特性によるＪものであるというＱ彼の教義は三位一体を中心的方法原理に据えているの
で、自己の体系の構成に一一一分法をよく用いている。こうして一一一重の特性の融合として人剛を観るとぎ、そこに一一一重
の要素と意志とを見出すことになる。それは三精需の協同作川でもある。本性がなければ〉無であり、，永遠の意志が
無
の
中
に
生
じ
れ
ば
》
無
ば
布
に
な
り
、
そ
れ
を
感
じ
た
り
見
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
ベ
ー
メ
の
考
え
る
世
界
は
、
対
立
と
調
和
を
基
本
と
す
る
弁
証
法
的
な
世
界
観
に
よ
っ
て
榊
成
さ
れ
て
い
る
。
五
へ
神
と
人
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ペ
ー
メ
は
汎
神
論
の
伝
統
を
、
目
か
ら
無
意
識
的
に
受
け
継
い
で
い
た
。
彼
の
意
識
に
上
る
思
考
は
、
聖
霊
が
彼
の
う
ち
に
イ
メ
ジ
も
伝
え
啓
示
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
神
は
絶
対
者
で
は
な
く
、
主
観
的
自
我
の
う
ち
に
も
入
り
こ
ん
で
、
そ
の
存
在
を
示
し
て
く
れ
る
。
万
物
に
神
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
、
自
己
の
内
に
も
神
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
汎
神
論
者
と
違
っ
て
、
彼
は
さ
ら
に
積
極
的
に
神
と
人
は
自
己
の
う
ち
で
霊
交
を
く
り
返
す
う
ち
、
人
が
聖
な
る
存
在
に
ま
で
高
ま
れ
ば
融
合
し
て
同
一
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
反
キ
リ
ス
ト
教
的
論
理
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
神
は
絶
対
な
も
の
で
あって、人間は神の摂理に従って生きなければならないものであり、しかも人間は原罪を背負った弱者であって、
神の子キリストとは本質的に違うものだからである。キリスト教では神を人格的な絶対者とし、事物には内在せず
一一一一向ってもよいであろう。
こり、人々の思想にも大きな変化が起こっていた。もう中世的な迷信や単なる幻想は通用せず、物事は論理的且つ
科
学
的
に
実
証
さ
れ
な
け
れ
ば
納
得
で
き
な
い
風
潮
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ー
メ
の
説
を
無
批
判
に
は
受
入
れ
る
こ
と
は
、
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
一
八
一
○
年
一
月
の
ポ
ー
モ
ン
ト
卿
の
夫
人
に
宛
て
た
手
紙
で
、
彼
自
身
ま
だ
ベ
ー
メ
を
完
全
に
理
解
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
ベ
ー
メ
の
説
明
は
論
理
性
に
欠
け
る
し
、
想
像
力
の
法
則
に
も
精
通
し
て
い
な
い
と
思
（皿）
う
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ベ
ー
メ
は
心
に
浮
か
ん
だ
直
観
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
深
遠
な
真
理
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
（蛇）
しかもそれらの真理を形象や具体的感情に移しか襲えるのであり、その際に彼の直観が共存するのであるという。コ
ア
イ
０
ア
ム
ウルリッジは、ベーメと違って論理性を貫夛」うとした。想像力と絶対自我の推論をするために『文学評伝』の第一
一一章と第一三章をあてている。いやそれ以前の数章ですら、その準備の章とすら思われる。ベーメは、天啓を受け
て
心
に
感
じ
る
ま
ま
に
書
き
綴
っ
た
。
ベ
ー
メ
の
説
明
は
現
代
か
ら
見
れ
ば
、
極
め
て
不
合
理
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
直
観
的
な
も
の
を
思
想
あ
る
い
は
哲
学
の
基
本
に
据
え
た
点
で
は
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
も
ベ
ー
メ
も
同
じ
で
あ
る
し
、
感
覚
的
に
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
を
定
義
し
、
そ
れ
を
哲
学
の
基
礎
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
所
詮
、
数
学
的
な
厳
し
さ
を
要
求
す
る
の
は
無
理
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
自
身
も
、
ロ
ー
マ
人
が
北
方
の
領
土
を
ア
ル
プ
ス
の
向
う
側
と
こ
ち
ら
側
に
分
け
た
よ
う
に
、
意
識
の
こ
ち
ら
側
と
あ
ち
ら
側
に
分
け
、
そ
の
あ
ち
ら
側
を
研
究
す
る
の
が
先
験
哲
学
者
の
役
割
だ
と
し
た
が
、
ベ
ー
メ
も
そ
の
点
で
は
先
験
打
学
者
の
一
人
と
Hosei University Repository
祁
界
と
も
な
っ
て
い
た
。
ベ
ー
メ
は
人
間
が
神
の
命
令
に
沿
っ
て
行
動
し
思
考
す
る
だ
け
の
弱
い
も
の
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
絶
望
と
諦
観
に
生
き
る
も
の
で
は
な
く
内
在
す
る
神
の
お
か
げ
で
神
聖
に
も
な
り
純
粋
で
も
あ
る
の
で
、
聖
な
る
精
神
を
も
て
ば
神
と
同
一
に
な
る
と
い
う
。
神
は
宇
而
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
う
ち
に
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
認
識
す
る
の
は
魂
を
有
す
る
人
間
の
ゑ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
自
覚
す
る
も
の
だ
け
が
、
神
を
認
識
で
き
る
の
で
あ
る
。
ベ
ー
メ
は
物
質
も
そ
の
根
源
を
神
に
も
っ
て
い
る
と
し
た
の
で
、
神
は
純
粋
に
一
考
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
矛
盾
的
対
立
者
を
含
ん
だ
包
括
的
で
全
体
的
な
一
考
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
神
が
善
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
悪
は
ど
う
し
て
生
ず
る
か
が
問
題
と
な
る
の
で
、
ベ
ー
メ
は
、
神
こ
そ
善
悪
を
含
ん
だ
最
商
存
在
と
み
る
。
善
は
悪
の
存
在
に
よ
り
善
と
な
る
。
初
め
か
ら
神
の
う
ち
に
悪
を
認めれば、これは解決する。そのためには積極的に肯定する要素と否定する要素がなければならない。したがって、
神は絶対的善一者ではなく、肯定的なものと否定的なものを含んでいなければならない。神は愛の承たらず憎悪を、
天
国
の
ふ
な
ら
ず
地
獄
を
も
、
そ
の
う
ち
に
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
神
は
、
神
に
さ
か
ら
う
神
を
も
含
み
愛
と
僧
し
ゑ
の
葛
藤
に
お
い
て
、
対
立
と
闘
争
を
手
段
と
し
つ
つ
、
愛
を
一
層
強
い
も
の
に
向
上
す
る
。
純
粋
一
考
の
神
は
、
こ
の
よ
う
な
対
立
と
闘
争
を
欲
し
な
い
の
で
、
愛
は
強
い
も
の
と
は
な
ら
ず
、
積
極
的
な
喜
び
は
生
じ
得
な
い
。
神
の
怒
り
や
否
定
的
な
活
動
は
、
高
次
の
調
和
へ
と
続
い
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
神
は
否
定
や
差
別
の
要
素
を
含
永
な
が
ら
調
和
を
現
出
す
る
。
ベ
ー
メ
は
こ
の
よ
う
に
考
え
た
。
だ
が
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
論
理
的
に
推
論
さ
れ
て
お
ら
ず
、
断
片
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
限
に
純
粋
精
神
と
考
え
る
。
絶
対
自
我
を
も
っ
て
神
と
な
す
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
も
、
こ
の
点
で
は
ベ
ー
メ
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
彼
は
こ
の
思
想
を
終
生
変
え
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
生
涯
を
反
キ
リ
ス
ト
教
の
理
念
を
も
ち
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
過
ご
し
た
と
い
え
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
汎
神
論
者
が
キ
リ
ス
ト
教
者
で
あ
る
こ
と
は
矛
盾
す
る
の
で
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
真
に
キ
リ
ス
ト
教
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
世
を
支
配
し
て
い
る
の
は
ペ
チ
コ
ー
ト
を
は
い
た
女
神
な
ん
か
で
は
な
く
て
、
締
め
ジ
ャ
ケ
ツ
を
着
（羽）
た
悪
臓
だ
と
い
う
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
一
一
一
戸
葉
は
、
ベ
ー
メ
の
神
の
う
ち
に
善
だ
け
で
な
く
悪
を
も
見
出
す
思
想
と
た
い
へ
ん
類
似
し
て
い
るように思われる。
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ペ
ー
メ
の
思
想
の
う
ち
に
は
、
ブ
ル
ー
ノ
か
ら
ク
サ
ヌ
ス
の
延
長
線
上
と
思
わ
れ
る
「
対
立
者
の
一
致
」
、
、
、
、
、
、
の棚愚がある。ベーメ叶貯柳のうちに柳槌汕対子ろ神を認め、善のゑならず悪を認めたことｑも、この理論の応用である。
この考えは、一般に極嘔の理論として知られ』ていて、ベｉ‐メ以降句も、カントやシェリング、、ブィビテ〈などのドイツ観
列
念
論
の
折
學
者
た
ち
が
好
ん
で
用
い
た
し
、
ゲ
ー
テ
や
シ
ラ
ー
の
著
作
の
中
に
ｊ
も
伺
え
る
。
さ
ら
に
へ
Ｉ
ゲ
ル
に
至
っ
て
弁
証
法
と
し
て
発
展
し
た
し
、
二
１
チ
ェ
刀
も
こ
れ
を
利
川
し
た
ｂ
ゴ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
想
像
力
の
伏
系
を
支
え
て
い
る
製
緬
的
な
柱
の
一
つ
が
こ
れ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
ロ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
は
ペ
ー
メ
の
著
作
に
触
れ
た
後
、
こ
の
極
の
理
論
の
体
系
を
真
剣
に
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
忠
極の理論は、冠気の陽極Ｌ炭陰極、磁石の直秘と北極のように、同じ性質琴もちながら対立する一一力の相互稀湛作
用のうちに、新たな削柵垣が行な｝われ葛という理論である。
ペ
ー
メ
の
場
合
は
、
ま
さ
に
極
の
｛
理
論
が
妥
当
す
る
。
神
の
う
ち
に
善
と
悪
と
の
闘
争
を
認
め
る
こ
と
は
、
人
細
川
の
性
質
の
両
極
を神騨」いう場で調和させることである。しかしながら、コウルリッジがペーメを再読した一八一八年ごろには、
『文学評伝』に述べられているように、彼の体系ほすでに確立されていたのでｉ極の理論も完成した‐ものとなって
いた。彼ほ『文学証仏』の第一二・一三章で、この珊論を巧糸に応川しながら、想像力を減』線しているのである。
われる節がある。
べていけば穴科学的だと考えて，もょいとコゥルリッジほ考えろ。。それに反してべｉメ・の場合は、思いつきの非論性
が目立ち、しかも幻想的なことは他人には追体験で当染，、神秘的な現象というにとどまってしまう。
一カコウルリッジは、自己の幻想体験およびベーメ風の天勝を、心班学や生」理学の立場から実証しようとする。
こ
の
点
す
こ
ぶ
る
科
学
的
態
度
と
い
え
る
。
一
八
一
○
年
ご
ろ
の
『
伽
忘
録
』
に
は
、
自
分
の
夢
に
つ
い
て
記
し
た
後
、
「
ヤ
コ
ブ
さ
（㈹）
リ
ヴ
ア
リ
ー
ベーメの心は、川夢によって充分に説明される－－１」と述べているが、これはコウルリッジの一一一一口う幻想夢の状態が、
ベーメの天啓を「受けるとぎの精神状態と非常に似ているものであることを裏付けるものであろう。
六
、
対
立
者
の
一
致
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ベ
ー
メ
は
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
思
想
の
形
成
期
に
、
非
常
に
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
前
述
の
よ
う
に
、
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
がベーメに恩恵を受けていると言うことからもわかる。しかしながら、やがてコウルリッジはベーメの体系を理解
す
る
と
、
物
足
り
な
く
な
り
、
そ
の
思
想
的
立
場
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。
ベーメの啓示についても、直観で得たように見えても、実は夢や幻想から得たものもあるとコウルリッジは考え
る。つまりベーメはときどき神経が興蒋しているときに見た夢を幽霊や魔物と誤認したのではないかという。それ
は
ベ
ー
メ
の
空
想
が
活
発
に
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
と
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
考
え
る
。
も
っ
と
も
ベ
ー
メ
が
「
神
釆
の
直
観
的
洞
察
力
と
（“） 
能力」をもっていたことを、コウルリッジは信じて疑わないのであるが、ベーメの一一一一口葉がすべてそうした山不高な直
したがって、コゥルリッジから見れば、ペーメの記述は一貫した論理性に乏しく、極の理論が充分に応川されてい
ないと考えられた。そこで彼は、欄外書き込象の随所で、理論的にベーメの説明を検証しており、その際にこの極
（蛆）
の理論を聡んに用いている。とりわけ、『人間の一二重の生命』における欄外書き込象では、ベーメの体系と比較し
（妃）
つ
つ
、
自
己
の
体
系
を
極
の
理
論
を
背
且
凪
と
し
て
、
相
的
当
長
い
文
章
を
そ
こ
に
書
き
込
ん
で
い
る
。
『
文
学
評
伝
』
で
述
べ
ら
れ
た
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
体
系
は
基
本
的
に
は
終
生
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
晩
年
の
『
食
卓
談
話
』
で
も
『
謀
簡
架
』
で
も
そ
れ
が
わ
か
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
還
暦
を
迎
え
る
年
の
一
八
三
二
年
四
月
に
、
Ｗ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
彼
は
そ
れ
ま
で
と
ま
（⑱） 
ア
イ
０
７
入
っ
た
く
同
じ
主
張
を
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
絶
対
自
我
」
の
概
念
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
極
の
理
論
か
ら
椎
ア
イ
ｏ
ア
人
論
さ
れ
た
「
絶
対
自
我
」
の
概
念
が
不
変
な
ら
ば
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
極
の
理
論
も
不
変
と
い
え
る
。
ベ
ー
メ
自
身
は
、
極
の
理
論
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
理
論
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
ま
っ
た
く
極
の
理
、
、
、
、
、
、
、
、
論
に
雄
い
て
論
証
し
て
い
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
矛
盾
的
対
立
の
調
和
の
概
念
を
ベ
ー
メ
の
思
想
に
見
出
し
、
そ
れ
を
明
白
な
理
論
で
検
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
秘
的
な
直
観
を
基
礎
と
す
る
思
想
と
「
対
立
者
の
一
致
」
の
概
念
は
、
そ
れ
だ
け
で
充
分
に
こ
の
両
思
想
家
の
類
似
性
を
立
証
す
る
に
足
る
と
思
わ
れ
る
。
七
、
ペ
ー
メ
か
ら
の
離
脱
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さらに、Ｗ・ロウ編の訳本では、「想像力」と「空想」が、コウルリッジ流に肌白に機能分担されているわけで
はない。ベーメが「聖なる天使は、神のことを何も理解していない理性が空想するように、この世界には住まずに
（卯）
・
星
女
の
彼
方
に
の
糸
住
ん
で
い
る
：
：
：
」
と
述
べ
る
と
き
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
、
理
性
が
空
想
を
も
つ
こ
と
ば
な
い
と
反
論
す
る
。
こ
の
と
き
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
す
で
に
想
像
力
の
体
系
を
確
立
し
て
い
た
の
で
、
ベ
ー
メ
の
論
述
が
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ベ
観
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
彼
は
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『文学評伝』の中でも、無知で哀れなベーメはひどい妄想をもつことが非常に多かったと述べ、さらに、このよ
う
な
批
靴
は
、
彼
が
独
力
で
考
え
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
知
的
訓
練
に
欠
け
、
し
か
も
理
論
的
な
心
理
学
を
知
ら
な
い
よ
う
な
（幅）
場合には、こうした妄想が生じるのも仕方がないとコウルリッジは考瑳える。心Ⅲ学はその当時にはそれほど発達し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
神
学
者
や
思
考
家
た
ち
が
同
じ
誤
り
を
犯
す
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
が
、
加
え
て
ベ
ー
メ
は
内
気
な
性
質
だ
っ
た
の
で
当
時
の
学
者
た
ち
と
交
流
が
な
く
、
多
く
の
書
物
を
読
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
い
わ
ゆ
る
知
的
教
育
や
情
報
に
欠
け
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ー
メ
の
知
的
な
力
は
、
熱
烈
に
活
動
す
る
ほ
ど
刺
激
さ
れ
な
か
っ
た
と
コ
ウ
ル
リ
（姉）
ツジは考鵬Ｚる。
ベ
ー
メ
は
ま
た
、
高
等
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
に
詔
梨
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
も
、
損
を
し
て
い
る
と
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
考
え
る
。
ベ
ー
メ
が
自
己
の
体
系
を
説
明
す
る
の
に
適
切
な
川
語
を
多
く
使
っ
た
り
新
し
く
作
っ
た
り
し
た
な
ら
ば
、
ま
た
読
む
側
の
理
解
（〃）
度も違っていたかも知れないと考勇え、コゥルリッジはベーメに同情する。さらにベーメは推論の方法、つまり論理
（相）
学
的
な
訓
練
に
も
欠
け
て
い
る
し
、
抽
象
化
の
方
法
も
得
意
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
、
Ｒ
己
の
思
想
が
神
秘
主
義
者
と
は
迷
う
韮
盤
か
ら
減
紳
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
秘
主
義
者
たちと同類のように思われることは、心外でならなかった。彼は一八二○年一二月の『ロンドン・マガジン』でハ
ズ
リ
ッ
ト
が
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
を
ペ
ー
メ
お
よ
び
ス
エ
ー
デ
ン
ポ
ル
グ
と
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
に
驚
ろ
い
て
い
る
と
同
月
の
ロ
ッ
ク
ハ
（い）
－
ト
宛
の
手
紙
で
述
べ
て
い
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
、
自
己
の
体
系
を
直
観
に
基
い
た
科
学
的
且
つ
論
理
的
な
も
の
と
思
っ
て
い
る
の
である。
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コゥルリッジはベーメの著作を読んで太いｒに啓発された。ベーメを糸口に神秘主義の研究Ｉも進めた。矛卜れは自己
の体系の確立にたいへん参考になることであった。とくに神と人との関係は、コウルリッジの忠加悦仲系の理論的背
景
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
ベ
ー
メ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
源
流
を
’理解し、シェリングやフィヒテの思想の帆臆拠を『理解した。
さらにベーメを伽糾つことによって、再びプルーノに関心を，もち、クサヌスにも興味を、もつことになった。それは
や
が
て
、
極
の
理
論
の
系
誹
と
し
て
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
う
ち
に
確
認
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
八
一
五
年
ご
ろ
ま
で
には、『文学評伝』の想像力に側する章を書く卵論的基盤ができていたのであった。
このように、ベーメを知ることによって、コウルリッジの思想は硴笑に一歩前進したと凡るべきであろう。
－メは直観力にすぐれたⅢ憩家であったが、コウルリッジのＩように〔川語の定義付けを行なって、自己の体系を他
の学説との比繍較において論理的に推論しようとはしなかった。したがって、想像力や空想の概念は、ベーメにおい
てはまだ未発達であり未分化であった。それゆえ、コウルリッジが自説を背最にベーメの著作を読むと、その粗野
な
表
現
が
目
立
つ
の
で
あ
ろ
う
。
註
（１）国肘、甥］
（２）Ｏ炉Ｈ詞
（３）柄。。．、勲．
（４）団旧麺硯］
（５）い○の、茸．
（６）固いｕＨＹ］
（６）固い。ＨＹこい－ｇ』。
（７）；の①尉冨己三●の頁・宕討＆口書言（顛貨ロ盲州咀宛・契尋・喜日口のロｇ宮＆ぐの『］口、．ご己）・ロ・己』．
固い．Ｈ〉ごＰ
七
、
む
す
ぴ
］『囚０『、牌。
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”訂宛弱宛命孟壺愈翁塗mmmim冠ＩｍｍｍＮ白ノミゾ、凸ノ里ソ、と｣ノ、-ソ、-ノ、ン、￣、凸ノミン、-／、こノ、Jノミン、ムュノミーン、‐／、=ノ、_ノ、_ノ、_／、_ノ、_ノ （８） （９）円。（ロ・・い、の、
ｏ】（伊桿「Ｐ・
」昌口、凪（苫Ｑ毎口》閂や、、、０
口い》閂。届Ｃｌ傍白．
．、Ｏい、弓画屈①Ｐ
刊目印○ミミロ苫Ｐｂ・
向いＹ円。．届Ｐ
帰山旧・扮桿副Ｐ
局ヨヨョご屋鼎ｉＨＹ惇桿、ロ・
」『ロ、囚（盈矛ｐ』曰料や閂や、、の。
・円ｃ昼凸。いいの○ｍ０
口い〉硯①トーの口
、炉肖揖…胃の１弓Ｐ
」『ロ、因（麓口尽ｐや‐Ｈや、の心・
角が目終り〉門・ｍｍｍ０
肖辱目目９Ｖ僧や、司画・
角ら島国。、い、別、。
胃Ｃ日酔や・閂や、の］。
、亘ＹＨ図』９つ向．
、』戸渭図』○○○両Ｐ
〔ＨＰ１円ロ〉図『の。
伯Ｃｐ６感，
円弓・伊，。ご凰員＆苫Ｐ七・ｍ］
トＣＰｑ獣
固い．門凹一四
』昌口、囚（苫ｐｍＰＨ〉の、←
『四
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Ｏン（い科のい、．
」自口、伽（蘭ロユｐＨ〉の②、．
Ｏい・「辿邑、体Ｐ
】Ｒｐ、胴（苫ロ（（Ｑ〉Ｈ〉ｍの四・
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